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特
集

用語説明

水道事業
病院事業
下水道事業
地域汚水処理事業
農業集落排水事業

総額　2,990億5,678万円
一般会計　1,391億1,850万円

（前年度比9.8％減）

特別会計　1,029億3,074万円
（前年度比17.1％減）

企業会計　　570億754万円
（前年度比9.0％増）

■市税　市民の皆さんや法人が市に納めるお金
■地方交付税　一定水準の行政サービスを提供するため、国か
　ら交付されるお金
■国庫支出金　特定の目的のために国から交付されるお金
■県支出金　特定の目的のために県から交付されるお金
■繰入金　各種基金から繰り入れられるお金
■市債　道路や学校などの整備を行うために借りるお金
■諸収入　市の預金利子や貸付金の元金収入など、ほかの歳入
　には含まれないお金
■地方消費税交付金　県税である地方消費税のうち、市に交付
　されるお金

■民生費　高齢者・障がい者・児童などの福祉、保育所の運営
　などに使われるお金
■土木費　道路・住宅・公園の整備などに使われるお金
■衛生費　各種検診や予防接種、ごみ処理などに使われるお金
■総務費　市税、戸籍、選挙関係、そのほか一般的な管理事務
　に使われるお金
■教育費　学校教育や文化・スポーツ振興などに使われるお金
■公債費　借入金（市債）の返済に使われるお金
■消防費　消防・水防・災害対策などに使われるお金
■商工費　商工業や観光の振興などに使われるお金
■農林水産業費　農林水産業の振興などに使われるお金

歳　入

歳　出

平成28年度当初予算のあらまし

　
今
年
度
の
財
政
見
通
し
は
、

歳
入
面
で
は
、
復
興
需
要
な
ど

を
要
因
と
し
て
市
税
が
回
復
基

調
に
あ
り
ま
す
。
歳
出
面
で
は
、

公
債
費
が
減
少
傾
向
に
あ
る
も

の
の
、
社
会
保
障
関
係
経
費
や

公
共
施
設
の
老
朽
化
対
策
な
ど

に
、
多
額
の
財
政
需
要
が
見
込

ま
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
度
は
、
市
制
施

行
五
十
周
年
の
節
目
の
年
で
あ

り
「
集
中
復
興
期
間
」
が
終
了

し
て
「
復
興
・
創
生
期
間
」
の

幕
が
開
け
る
年
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
新
・
市
総
合
計

画
基
本
構
想
に
掲
げ
る
「
め
ざ

し
て
い
く
『
い
わ
き
』
の
姿
」

の
実
現
に
向
け
、
「
『
ふ
る
さ

と
い
わ
き
』
の
力
強
い
復
興
と

再
生
の
実
現
」
「
『
明
る
く
元

気
な
い
わ
き
市
』
の
創
造
」

「
持
続
可
能
な
行
財
政
運
営
の

確
立
」
の
三
点
を
基
本
方
針
と

し
て
掲
げ
、
復
興
事
業
の
着
実

な
推
進
と
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
を

見
据
え
た
地
域
創
生
に
取
り
組

む
と
同
時
に
、
財
政
の
健
全
化

を
図
り
な
が
ら
「
『
明
る
く
元

気
な
い
わ
き
市
』
復
興
・
創
生

予
算
」
と
し
て
編
成
し
ま
し
た
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　財
政
課
財
政
経
営
係

　☎
22
・
7
4
2
0

国民健康保険事業
後期高齢者医療
介護保険
母子父子寡婦福祉資金貸付金
土地区画整理事業
卸売市場事業
競輪事業
財産区（５財産区）

416億5,539万円
36億1,221万円
303億6,920万円
１億5,129万円
86億4,606万円
３億1,321万円
181億4,274万円

4,065万円

170億1,299万円
225億8,085万円
168億2,204万円
１億5,339万円
４億3,828万円

平
成
28
年
度
の
当
初
予
算
決
ま
る

（前年度比9.6％減）

　総　額
1,391億
1,850万円

市税
490億6,465万円
　　　（35.3％）

民生費
475億1,805万円
　　（34.2％）

総務費
121億5,046万円
（8.7％）

消防費
89億8,383万円
（6.5％）

土木費
198億9,956万円
（14.3％）

公債費
114億9,221万円
（8.3％）
教育費
117億1,086万円
（8.4％） 衛生費

159億
1,196万円
（11.4％）

商工費
54億6,469万円
（3.9％）

農林水産業費
36億1,835万円
（2.6％）

その他
23億6,853万円
（1.7％）

地方交付税
213億5,365万円
（15.3％）

国庫支出金
188億623万円
（13.5％）

地方消費税交付金
58億3,726万円
（4.2％）
諸収入
65億5,702万円
（4.7％）
市債
79億255万円
（5.7％）
繰入金
81億539万円
（5.8％）
県支出金
140億4,934万円
（10.1％）

使用料及び手数料
27億1,513万円
（2.0％）

その他
47億2,728万円
（3.4％）

一般会計
歳　入

総　額
1,391億　
1,850万円

一般会計
歳　出

※一般会計歳出予算額（性質別）の内訳は、市ホームページをご覧ください。

※平成28年２月定例会において、国の補正予算および東日本大震
　災復興交付金事業に要する経費等についての補正を行いました。
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い
わ
き
市
議
会
二
月
定
例
会

が
、
二
月
二
十
五
日
か
ら
三
月

十
七
日
ま
で
の
二
十
二
日
間
の

会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
会
で
は
「
い
わ
き
市
中
小

企
業
・
小
規
模
企
業
振
興
条
例

の
制
定
」
の
ほ
か
、
総
額
二
千

九
百
九
十
億
五
千
六
百
七
十
八

万
四
千
円
に
上
る
本
年
度
の
当

初
予
算
な
ど
が
審
議
さ
れ
、
九

十
三
議
案
が
可
決
・
同
意
さ
れ

ま
し
た
。

○
第
七
回
い
わ
き
サ
ン
シ
ャ
イ

　ン
マ
ラ
ソ
ン
に
つ
い
て

　
当
日
は
、
全
国
各
地
か
ら
八

千
四
百
三
十
二
人
の
ラ
ン
ナ
ー

を
迎
え
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ

ん
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

参
画
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
沿

道
か
ら
温
か
い
声
援
を
送
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
来
年
度
以
降
も
、
ラ
ン
ナ
ー

を
は
じ
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

協
賛
企
業
、
関
係
団
体
の
皆
さ

ん
と
と
も
に
、
よ
り
充
実
し
た

大
会
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

○
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力

　発
電
所
の
視
察
等
に
つ
い
て

　
市
長
就
任
以
来
、
継
続
的
に

現
場
の
状
況
を
確
認
し
て
お
り
、

二
月
五
日
の
視
察
で
は
、
汚
染

水
対
策
を
中
心
と
し
た
廃
炉
作

業
の
現
状
を
確
認
し
て
き
た
と

こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、
二
月
二
十
三
日
に
は
、

東
京
電
力
株
式
会
社
本
社
を
訪

問
し
、
福
島
第
二
原
子
力
発
電

所
の
廃
炉
の
早
期
決
定
は
も
と

よ
り
、
廃
炉
作
業
で
の
確
実
な

安
全
対
策
の
実
施
や
現
場
作
業

員
の
適
正
な
労
働
環
境
の
確
保
、

営
業
損
害
等
へ
の
適
正
な
賠
償
、

さ
ら
に
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
へ

の
十
分
な
説
明
な
ど
、
引
き
続

き
責
任
を
果
た
す
よ
う
、
強
く

申
し
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。

○
復
興
事
業
等
の
進
捗
に
伴
う

　各
種
施
設
の
供
用
開
始
な
ど

　に
つ
い
て

 

三
月
以
降
「
地
域
防
災
交
流

セ
ン
タ
ー
久
之
浜
・
大
久
ふ
れ

あ
い
館
」
の
オ
ー
プ
ン
や
、
津

波
被
災
五
地
区
で
進
め
て
い
る

震
災
復
興
土
地
区
画
整
理
事
業

で
の
宅
地
引
き
渡
し
の
開
始
、

「
い
わ
き
駅
北
口
交
通
広
場
」

や
「
市
こ
ど
も
元
気
セ
ン

タ
ー
」
の
供
用
開
始
な
ど
、

ハ
ー
ド
面
の
復
興
が
目
に
見
え

て
進
捗
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
本
市
復
興
の
シ
ン
ボ

ル
と
し
て
進
め
て
い
る
、
小
名

浜
港
周
辺
の
一
体
的
な
再
生
・

整
備
に
関
連
し
た
複
合
商
業
施

設
に
つ
い
て
、
本
年
夏
の
着
工

を
目
指
し
、
建
設
に
向
け
た
具

体
的
な
手
続
き
に
入
る
と
の
見

通
し
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

○
い
わ
き
市
中
小
企
業
・
小
規

　模
企
業
振
興
条
例
の
制
定
に

　つ
い
て

　
中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
の

振
興
に
関
す
る
施
策
の
総
合
的

な
推
進
を
図
り
、
本
市
経
済
の

活
性
化
と
市
民
生
活
の
向
上
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

同
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

○
い
わ
き
市
津
波
被
災
地
域
企

　業
等
立
地
促
進
条
例
の
制
定

　に
つ
い
て

　
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、
甚

大
な
被
害
を
受
け
た
震
災
復
興

土
地
区
画
整
理
事
業
区
域
や
、

防
災
集
団
移
転
促
進
事
業
の
移

転
促
進
区
域
に
お
い
て
、
奨
励

金
を
交
付
す
る
こ
と
で
、
事
業

所
の
立
地
を
促
進
し
、
津
波
被

災
地
域
の
経
済
的
・
社
会
的
基

盤
や
な
り
わ
い
の
再
生
を
図
り
、

本
市
の
復
興
に
つ
な
げ
る
た
め
、

同
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

○
副
市
長
選
任
の
同
意
を
求
め

　る
こ
と
に
つ
い
て

・
鈴
木
典
弘
（
前
役
職
　
県
土

　
木
部
次
長
）

○
田
人
財
産
区
管
理
委
員
選
任

　の
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ

　い
て

・
小
田
富
雄
（
新
任
）

特
集

補正予算の主な内容

市
議
会
２
月
定
例
会

開
催

市
長
か
ら
の
行
政
報
告

主
な
議
案

①平成27年度予算の最終的な整理など（一般会計＝△31億8,746万４千円、特別
　会計＝△84億3,520万３千円、企業会計＝△21億8,217万４千円）
②平成27年度追加補正予算（国の補正予算に対応した事業＝13億7,807万８千円、
　東日本大震災復興交付金事業＝4,722万５千円）
③平成28年度補正予算（国の補正予算などに対応した事業＝３億4,053万７千円、
　東日本大震災復興交付金事業など＝１億5,485万４千円

し
ん
ち
ょ
く
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将来に向けたまちづくりの推進
◎浄化槽整備事業　　２億829万２千円
　生活排水による公共用水域の水質汚濁を防止し、適正な生活排水処理を推進するため、合併処理浄
化槽を設置する方に費用の一部を補助します。
◎再生可能エネルギー活用まちづくり推進事業　　2,723万３千円
　再生可能エネルギーの普及啓発を推進し、環境負荷の低減を図ることを目的に、住宅に再生可能エ
ネルギー機器などを設置する費用の一部を補助します。
◎合葬式墓地整備事業　　1,769万円
　少子高齢化や核家族化などの社会状況の変化に対応し、１つの大きな墓に多数の遺骨を合同で埋葬
する、合葬式墓地を整備します。
◎学校施設環境改善事業　　7,251万３千円
　熱中症による重症事故を防ぐため、全小・中学校の保健室および全公立幼稚園の保育室などに、エ
アコンを設置します。
◎新舞子体育館整備事業　　4,839万７千円
　新舞子体育館を改築するため、事前の測量・地質調査・実
施設計などを実施します。
◎市営住宅借地返還促進事業　　２億24万円
　市内の宅地不足に対応するため、敷地が借地の市営住宅団
地内に点在する入居者を集約し、積極的に借地返還を進めま
す。
◎平並木通り地区市街地再開発事業　　4,077万９千円
　平並木通り北側地区において、土地所有者などにより敷地
を統合し、共同建築物を整備するための、可能性調査を実施
します。
◎都市公園整備事業（中心市街地活性化分）　　3,254万９千円
　都市機能の増進や経済活力の向上、文化・交流機能の充実を目的とした「市中心市街地活性化基本
計画」の策定に併せ、本市の歴史と文化に触れることができる公園の整備検討を行います。
◎いわきものづくり製品ＰＲ事業　　951万７千円
　市内事業者の取引拡大を図るため、首都圏での展示会などに出展する市内事業者を支援します。
◎震災復興・生活道路再生事業　　６億円
　市道の再生を目的に、路面舗装の老朽化による破損など、緊急な対策が必要な生活道路等の市道に
ついて、重点的かつ集中的に、路面再生工事や道路構造物の
補修工事などを実施します。
◎清掃センター長寿命化事業　　23億883万９千円
　北部および南部清掃センターについて、機能保全と延命化
を図るための、基幹的設備改良工事を実施します。
◎いわきサンシャイン博開催支援事業　　１億200万円
　市全体を博覧会場に見立て、観光資源やイベントなどを組
み合わせ、観光交流人口の回復を目指すとともに、市制施行
50周年記念事業として、市民の皆さんに再度いわきの魅力を
知る機会を提供し、年間を通して楽しい「いわき」をＰＲし
ます。
◎いわき花火大会開催支援事業50周年事業分　　7,000万円
　いわき花火大会実行委員会に対し、花火大会の開催運営費の一部を補助します。（市制施行50
周年記念事業プレゼン大会最優秀賞）

平並木通り地区

機能保全と延命化を図る北部清掃セン
ター

「
明
る
く
元
気
な
い
わ
き
市
」

　復
興
・
創
生
予
算
の
主
な
取
り
組
み
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平成28年度当初予算のあらまし

◎看護師等養成所施設整備費補助金　　
　１億163万円
　看護師などの確保を目的に、震災で被害を
受けた（一社）いわき市医師会附属いわき准
看護学校の移転新築に対し補助を行います。
◎学習サポート連携事業　　1,260万５千円
　子どもたちに自分で学習する力・解決する
力などを身に付けさせることを目的に、中学
校２校で学習支援のモデル事業を実施します。
◎スポーツイベント開催支援事業　
　3,776万１千円
　市もしくは市が主体となった実行委員会などの組織が中心的役割を担う、
大型スポーツイベントやスポーツ施設の利用促進を目的としたイベント
（Ｕ-15野球ワールドカップ等）の開催を支援します。
◎観光誘客施設無線ＬＡＮ環境整備事業費補助金　　900万円
　本市を訪れる観光客の利便性の向上や、外国人観光客の誘客に向けた対応
力の向上を目的に、市内宿泊施設や観光誘客施設の事業者などが行う、無線
ＬＡＮ環境整備を支援します。
◎バッテリーバレー推進モデル事業　　627万４千円
　本市へのバッテリー産業の集積と、バッテリーの利活用の先進都市を実現
するため、官民が一体となった取り組みを推進します。

28
年
度

歳
出
予
算

◎ため池等放射性物質対策事業　　4,915万３千円
　安定した農業生産基盤を確保するため、ため池底質から高濃度の放射性物
質が検出された農業用ため池について、ため池底質の放射性物質分布状況を
調査します。
◎応急仮設住宅等一時提供住宅入居者支援事業　　1,729万２千円
　一時提供住宅入居者の生活および住宅の自立再建を支援するため、専門家
による個別相談会などを実施します。
◎津波被災地域企業等立地支援事業　　　38万５千円
　東日本大震災による津波被災地域に事業所を設置する事業者に対し、奨励
金を交付し、経済的・社会的基盤となりわいの再生を図り、復興を推進しま
す（奨励金の交付は、次年度以降の予定）。
◎不特定多数利用者建築物耐震化支援事業
　１億6,234万１千円
　耐震診断が義務付けられた不特定多数利用
者建築物のうち、耐震診断の結果、地震によ
り倒壊などの危険性があるものに対し、補強
設計や耐震改修費用の一部を補助します。
◎コミュニティ交流広場整備事業
　9,630万円
　市民と双葉郡などから避難している方との
交流・憩いの場となる広場を整備します。

魅力あふれるいわきの創生

ふるさといわきの力強い復興の実現

「
明
る
く
元
気
な
い
わ
き
市
」

　復
興
・
創
生
予
算
の
主
な
取
り
組
み

本市の看護師の確保に重要な役
割を担ういわき准看護学校

交流・憩いの場となるパークゴ
ルフ場などを整備


